42. 老人外科における肺機能の検討(第457回千葉医学会例会 第一外科教室談話会) by 樋口,道雄 et al.
871 第457回千葉医学会例会，第一外科教室談話会 
41. 酸・塩基平衡からみた老年者術後管理

山野元，野口照義，冠木徹彦

飯島一彦，福田康一郎

老年者手術の安全性を高め，適応を拡大するために，
当科に入院手術した 65才以上の胃癌患者 103例の術前
後の酸・塩基平衡および電解質の変動を検討した。
老年者では，術前より代謝性 'acidosisにあるものが
多く，約 38%は basedeficitを示した。
術直後には pHはさらに低下し， base excessも著明
に低下し代謝性 acidosisが増強するが， Hyperventila-
tionによってある程度代償される。 さらに代謝性 aci圃 
dosisが増悪して呼吸性 alkalosisで代償できないよう
になると，換気量低下， PaC02 の上昇がおこり，呼吸
性 acidosisが加わり，混合性 acidosisが高度となって，
障害が不可逆性になる危険がある。一方，電解質の変動
をみると，老年者では術後 Na高値が持続する例が多
は反対に減少傾向が強い。Kく，
そこで老年者手術に際しては，絶えず酸・塩基平衡，
電解質の異常に注意し，心・肺・腎の予備力を考慮しな
がら，適切な輸液を行なうことが大切である。 
42. 老人外科における肺機能の検討

樋口道雄，香田真一，野口照義

綿引義博，冠木徹彦

昭和 35年から昭和 40年までの 6年聞に当科に入院手
術した 65才以上の老年者 282例を対象とし，その術前
肺機能を検討した。 
1) 吸気量，予備呼気量および比肺活量は若年者に比し
いずれも減少の傾向にある。 
2) 比最大換気量および I秒率も同様に減少しており， 
70%以下のものがかなりの割合にみられる。 
3) 残気率は年令増加に伴ない増加する。 
4) 静・動肺 Complianceは， 0.15，..."， 0.24LjcmH20・ 
0.09，..."， 0.17 LjcmH20 の範囲にあり，両者の差は若年者
のそれより大きい。 
5) 粘性抵抗は 3cmH20 jLjSec以上のものが呼気で
約 40%にみられた。 
6) 自転車 Ergometerによる運動負荷試験では酸素摂
取率および換気指数の低下などがみられ心肺予備力の減
退がうかがえる。
術前肺機能と術後の肺合併症とは必ずしも平行しない
が，老年者の手術適応決定に際しては心肺予備力の低下
を充分考慮すべきである。 
43. 肺結核に対するー側肺全剃の遠隔時心肺機能

武田清一，山野元，市川邦男

東郷七百城，香西嚢 

肺結核に対するー側肺全別 34例の遠隔時心肺機能に
つき検討した。 
%VCは61%以上 7例， 51，..."， 60% 6例， 41，..."， 50% 3 
例， 40%以下 8例で，一秒率は 70%以下 8例であり， 
%VC50以下のものに閉塞性障害を合併するものが多く
みられた。また追加胸成施行例では非施行例にくらべ両
者とも低値をしめすものが多い。残気率と粘性抵抗は高
値をしめすもの多く， Sat O 2軽度低下を認める例もあ
るが， PaC02 はほとんど正常である。心電閣では半数
に異常所見がみられ， うち 6例は右心負荷の傾向を認め
る。
運動負荷試験では換気指数 40以下のものもかなりみ
られ，負荷後心電図で、 17.6%に異度所見が出現し， 54%
に異常所見の増悪がみられた。すなわち，比較的軽い負
荷によっても，何らかの異常所見をしめすものがかなり
みられ，とくに %VC40以下のものに著明で， %VC40 
，..."， 60でも閉塞性障害を合併するものでは，心肺予備能力
の低下がうかがわれる。 
44. 各種肺疾患における気管支動脈撮影
武田清一，市川邦男，東郷七百城
塚田正男
われわれは Seldinger氏法に従い，選択的気管支動
脈撮影を行なっているので報告する。 
1) 肺癌 5，転移性肺腫虜 9，肺結核 6，気拡症 5，肺化
膿症 3，縦隔腫蕩 2，肺嚢胞，肺梗塞，肺アスペJレギ、ルス
症各 lの計 33例に 42団施行した。右側 30回，左側 12
回である。 
2) 悪性腫療ではいわゆる tumorblush，tumor stain 
がみられ，腫虜に向かう異常血管がみられる。他方肺結
核では病巣内へ血管が侵入する像はみられない。これら
は両者の鑑別点となる。気拡症および肺化膿症では拡
張，増生，蛇行が著明で，広範な前毛細管性吻合像がみ
られ，末柏、までよく造影される。 
3) 咳殿，胸脊痛，皮下血腫，血管室襲縮などがみられた
が，後出血，血栓などの重篤な副作用や合併症はみとめ
なかっf乙0 
4) 悪性腫虜 5例に，気管支動脈内抗癌剤注入を行な
い，一時的ではあるが症状の改善，異常陰影の縮少ない
し消失を認めた。
